
省エネは、低炭素社会への王道

三
菱
総
合
研
究
所
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
本
部
副
本
部
長
西
山
　
智
康
氏

省
エ
ネ
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビジネスチャンス創出に貢献

グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
１
研
究
会

東
京
大
学
名
誉
教
授
茅
陽
一
氏

コ
ア
は
効
率
化
技
術
と
規
制
化

日
本
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
て

住
環
境
計
画
研
究
所
所
長
中
上
　
英
俊
氏

ま
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
精
査

民
生
部
門
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方

　グリーンフォーラム （茅陽一座長 東京大学名
誉教授）は７月５日、「コツコツと積み上げる省エ
ネは、低炭素社会への王道」をテーマに 年度第
１回事例研究会を開催した。３月に発生した「東日
本大震災」に伴い、原子力の全面的な見直し姿勢に
あるなど、わが国の「エネルギーパラダイム」が大
きく変容しようとしている。こうしたさなか、

「『省エネ社会の構築』が低炭素社会に至る王道」
との 原点復帰 志向が強まっている。省エネの手
綱をゆるめず、無駄を極力そぎ落としていくことが
今後一層、重要性を増してくる。同研究会では、内
外のエネルギー需要動向と省エネルギーの諸方策に
関し、茅座長が全体的問題を提起し、議論をリード
した。

　東京大学数物系大学院修了（工学博士）。
専門はエネルギー・環境システム工学。エネ
ルギー資源学会・会長（ ― 年度）など多
数歴任。東京都出身。

　東京大学大学院工学系研究科建築学専門課
程博士課程修了。住環境計画研究所を創設、
所長。株式会社として改組し、代表取締役と
なり、現在にいたる。岡山県出身。

　

東
日
本
大
震
災
を
う
け

て　
私
ど
も
住
環
境
計
画
研
究
所

で
は
、
震
災
前
後
の
家
庭
の
節

電
効
果
と
省
エ
ネ
行
動
に
つ
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
た

調
査
期
間
は
２
０
１
１
年
４

月

日
―

日

。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
２
０
１
１

年
４
月
分
の
電
力
消
費
量
は
前

年
比
８
％
減
と
な
り
、
震
災
以

前
か
ら
節
電
を
「
強
く
意
識
し

て
い
た
世
帯
」
で
は

・
２
％

減
と
、
以
前
か
ら
節
電
意
識
の

強
か
っ
た
世
帯
で
よ
り
節
電
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　
節
電
行
動
に
つ
い
て
は
、

「
照
明
を
こ
ま
め
に
消
す
」

％

、
「
使
わ
な
い
家
電

の
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

抜
く
」

同

と
、
だ
れ
で
も

も
で
き
る
こ
と
を
当
た
り
前
に

や
っ
て
、
結
果
を
出
し
た
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い

て
、
「
個
々
人
の
環
境
意
識
の

高
低
あ
る
い
は
有
無
が
自
発
的

行
動
を
左
右
す
る
」
と
さ
れ
る

が
、
図
ら
ず
も
そ
の
一
端
が
裏

付
け
ら
れ
た
。

　
　
　

　
　
　

　

　

住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
推
移
お
よ

び
省
エ
ネ
政
策

　
家
庭
に
お
け
る
用
途
別
世
帯

当
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に

つ
い
て
欧
米
諸
国
と
日
本
と
の

比
較
で
は
、
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
に
占
め
る
暖
房
の
割
合

が
欧
米
諸
国
で
は
日
本
と
比
べ

非
常
に
大
き
い
。
暖
房
を
除
く

と
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
１

・
７
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
家
電

製
品
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
１

・
５
倍
で
あ
り
な
が
ら
今
な
お

増
加
基
調
に
あ
る
。

　
住
宅
・
建
築
物
に
か
か
る
省

エ
ネ
政
策

省
エ
ネ
法

で

は
、
住
宅
・
建
築
物
省
エ
ネ
基

準
義
務
化
に
向
け
た
検
討
が
２

０
１
０
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
２

０
２
０
年
ま
で
に
規
模
別
に
段

階
的
に
省
エ
ネ
基
準
の
適
合
が

義
務
化
さ
れ
る
。

　
義
務
化
の
対
象
で
は
、
新
築

大
規
模
改
修
等
を
含
む

の

住
宅
・
建
築
物
を
対
象
と
し
、

既
築
建
築
に
つ
い
て
は
対
象
除

外
と
な
る
。

　
基
準
は
、
外
壁
・
窓
等
の
躯

体
の
断
熱
性
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
、
暖
房
・
冷
房
、
給
湯

等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
対

象
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

く
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
ビ
ル

や
Ｚ
Ｅ
Ｈ

ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ

ウ
ス

、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅

ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
カ
ー
ボ
ン
・

マ
イ
ナ
ス
住
宅

等
に
誘
導
す

べ
く
、
躯
体
や
建
築
設
備
の
省

エ
ネ
性
能
に
加
え
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
導
入
も
総

合
的
に
評
価
す
る
基
準

誘
導

基
準

を
検
討
し
て
い
く
。

　
海
外
の
規
制
状
況
で
は
、
日

本
は
任
意
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ

欧

州
連
合

は
義
務
、
英
国
も
ド

イ
ツ
も
義
務
。
米
国
は
各
州
の

法
令
に
順
じ
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
任
意
で
あ
る
日
本
は
、
先

進
国
の
中
で
は
極
め
て
珍
し

い
。

　
　
　

　
　
　

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
基
本

は
需
要
に

　
節
電
対
策
は
中
長
期
的
に
今

後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
や
は
り
節
電
か
ら
本
命
で

あ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
進
む
と

み
ら
れ
る
。
今
後
は
、
住
宅
を

建
て
る
際
も

義
務
化

、
建

て
た
後
も

見
え
る
化
ツ
ー

ル
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
等

、
徹
底
し

て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
す
る

た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
は
必

須
と
な
る
。

　
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
等

の
導
入
支
援
策
は
有
効
で
あ
っ

た
。
省
エ
ネ
製
品
へ
の
認
知
度

は
向
上
し
た
が
、
制
度
終
了
後

の
動
向
は
い
か
に
も
こ
こ
ろ
も

と
な
い
。

　
世
界
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省

Ｃ
Ｏ
２
へ
進
ん

で
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化

を
避
け
、
日
本

の
技
術
を
世
界

へ
普
及
し
て
い

く
努
力
が
求
め

ら
れ
る
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
基
本
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
構
造
の
解

析
に
あ
る
」
と

強
く
認
識
し
て

い
る
。
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
論
じ

る
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
の
実
際
を
精
査
し

た
う
え
で
な
い
と
効
果
を
判
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
つ
い
て

は
精
緻
で
実
態
に
即
し
た
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
議
論
が
な
さ
れ

て
き
て
い
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な

状
況
に
は
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
省
エ
ネ
に
過
度
な
期
待

が
か
か
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
わ
れ
方
を
し
っ

か
り
把
握
し
、
分
析
す
る
こ
と

が
先
決
だ
。

　
単
位
Ｇ
Ｄ
Ｐ
当
た
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー

１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
先
進

諸
国
も

年
代
か
ら
確
実
に
下

が
っ
て
き
て
い
る
。
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
マ
ク
ロ
で
見
れ
ば
、
一

応
先
進
国
で
は
、
そ
の
取
り
組

み
が
進
展
し
て
い
る
。

　
日
本
の
場
合
、
他
国
と
比
べ

る
と
少
し
省
エ
ネ
進
展
の
ス
ピ

ー
ド
が
遅
く
見
え
、

年
代
の

年
間
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

い
な
い
。
幸
い
２
０
０
０
年
代

に
入
り
、
低
下
傾
向
を
た
ど
っ

て
き
て
お
り
、
こ
の
点
は
安
心

で
き
る
。

　
一
般
的
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
う
と
当
然
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
減
る
」
と
考
え
が
ち
。
だ

が
、
現
実
に
は
、
「

世
界
の

ど
こ
を
見
て
も

余
り
減
っ
て

い
な
い
」
と
い
う
事
実
が
あ

る
。
む
し
ろ
、
総
量
で
は
増
え

て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
世
界
と
日
本
で

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
進
展
状
況

を
お
さ
え
た
う
え
で
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
は
ど
う
い
う
も
の
が

有
効
で
あ
る
か
考
え
て
い
き
た

い
。

　
　
　

　
　
　

　

　
Ｉ
Ｅ
Ａ

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
報
告

書
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
２
０
５
０
年
に
世
界
の
Ｃ

Ｏ
２
、
あ
る
い
は
温
室
効
果
ガ

ス
の

％
削
減
目
標
に
対
応

し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
が
勧
め
る
提
言
を

紹
介
す
る
。
今
後
、
我
々
は
こ

れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
５
つ
の
分
類
の
中

で
、
ト
ー
タ
ル
で

の
ア
イ
テ

ム
を
提
示
。

　
建
築
物
関
係
で
は
、
新
築
ビ

ル
の
規
制
的
総
合
的
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
基
準
の
確
立
。
２
番
目

と
し
て
、
パ
ッ
シ
ブ
エ
ナ
ジ
ー

ハ
ウ
ス
や
ゼ
ロ
エ
ナ
ジ
ー
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
を
推
奨
。
最
後
に

ビ
ル
の
効
率
に
関
す
る
基
準
の

利
用
者
へ
の
通
達
の
規
制
化
を

提
言
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
、
こ
れ
は
規
律
と

言
い
換
え
て
も
よ
い
が
、
「
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も

規
制
は
必
要
」
と
の
基
本
的
ス

タ
ン
ス
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
機
器
関
係
で
は
、
ま
ず
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
性
に
関
す
る
要
請
と

ラ
ベ
ル
の
規
制
化
、
次
に
ス
タ

ン
ド
バ
イ

待
機

電
力
な
ど

低
出
力
時
の
電
力
の
低
減
、
３

番
目
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

測
定
の
標
準
・
プ
ロ
ト
コ
ル
な

ど
の
明
確
化
を
提
言
。

　
照
明
関
係
は
、
白
熱
電
球
の

利
用
停
止
お
よ
び
非
居
住
ビ
ル

の
照
明
の
総
合
的
基
準
化
を
あ

げ
て
い
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
運
輸
分
野
で

は
、

燃
料
効
率
の
よ
い
タ
イ

ヤ
の
採
用

乗
用
車
・
ト
ラ
ッ

ク
の
燃
費
規
制

エ
コ
・
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
の
普
及
―
を
提
言
。

産
業
関
係
で
は
、
中
小
企
業
向

け
対
策
と
し
て
モ
ー
タ
ー
の
最

低
効
率
基
準
の
導
入
が
あ
る
。

２
番
目
は
、
中
小
企
業
の
省
エ

ネ
化
へ
の
政
策
努
力
を
明
示
。

Ｉ
Ｅ
Ａ
で
は
、
こ
れ
ら
の
リ
コ

メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

「
ト
ー
タ
ル
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

％
近
く
減
る
」
と
計
算
し
て

い
る
。

　
　
　

　
　
　

　

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意
義
は
第

一
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効

率
化
に
あ
る
。
ま
た
、
我
々
が

低
炭
素
化
を
意
図
す
る
な
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
も
の
を
減
ら

す
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
肝
要

な
と
こ
ろ
だ
。
と
こ
ろ
が
、
先

進
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は

年
々
増
加
。
現
実
に
は
増
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
総
量

を
減
ら
さ
な
い
と
、
温
暖
化
対

策
と
し
て
、
低
炭
素
化
に
な
ら

な
い
。

　
一
方
、
経
済
成
長
す
る
と
生

活
が
ぜ
い
た
く
に
な
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
増
の
背
景
に
は
奢
侈
化

が
あ
る
。
例
え
ば
テ
レ
ビ
の
大

画
面
化
は
奢
侈
化
の
傾
向
が
強

い
。

　
そ
こ
で
民
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
へ
の
要
請
で
は
、
ま
ず
個
別

機
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
向
上

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
実

効
用
の
少
な
い
大
型
化
へ
の
歯

止
め
が
必
要
と
な
る
。
具
体
例

と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
身
を
増

や
す
こ
と
に
な
る
家
電
機
器
の

販
売
・
購
入
へ
の
課
税
や
過
剰

な
照
明
へ
の
規
制
が
あ
げ
ら
れ

る
。

　
そ
こ
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
今
後
も
低
炭
素
化
の
有
力

な
一
手
段
と
し
て
推
進
す
べ
き

で
あ
る
。
今
後
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
効
率

化
技
術
の
推
進
と
共
に
、
標
準

や
ラ
ベ
ル
表
示
等
の
規
制
化
を

か
な
り
の
程
度
実
現
す
る
必
要

が
あ
る
。
さ
ら
に
今
後
の
民
生

部
門
の
機
器
利
用
に
お
い
て

は
、
大
型
化
・
華
美
化
に
伴
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
増
加
を
規
制
す
べ

き
で
あ
る
。

　東京大学都市工学科大学院修了。株式会社
三菱総合研究所入社後、約 年にわたり多数
のエネルギーと環境に関連した研究調査に携
わってきた。東京都出身。

　
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

は
、
河
川
や
下
水
道
を
流
れ

る
水
の
大
気
と
の
温
度
差
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
あ
る
い
は
工
場

や
ゴ
ミ
焼
却
炉
、
変
電
所
、

地
下
鉄
か
ら
出
る
排
熱
な
ど

都
市
部
に
豊
富
に
存
在
す
る

都
市
排
熱
が
あ
る
。
こ
れ
ら

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、

空
調
や
給
湯
に
使
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
減
ら
す
と
同
時
に
民

間
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創

出
に
も
つ
な
が
る
。

　
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
本

来
不
安
定
で
あ
り
、
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
技
術
等
を
使
い
、
需

要
家
ま
で
安
定
供
給
す
る
必

要
が
あ
る
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

圧
縮
式

は
、
循
環
す
る

冷
媒
の
膨
張
・
圧
縮
に
伴
う

温
度
変
化
を
利
用
し
て
外
部

の
熱
源
か
ら
熱
を
汲
み
取

り
、
需
要
側
に
冷
熱
や
温
熱

を
供
給
す
る
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
の
効
率
を
示
す
指
標
で
あ

る
Ｃ
Ｏ
Ｐ

成
績
係
数

は

６
を
超
え
る
。
即
ち
、
発
電

所
で
電
気
と
し
て
有
効
に
使

え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
３
分
の

１
に
な
る
と
し
て
も
、
１
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
２
倍

以
上
の
熱
が
利
用
で
き
、
省

エ
ネ
の
切
り
札
と
い
え
る
。

　
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

未

利
用
熱

の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
高
い
省
エ
ネ
性
が
あ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
温
度
差
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
外
気
熱
源
と
比

べ
初
期
投
資
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
コ
ス
ト
と
も
に
大
き
い
こ

と
。
高
温
系
排
熱
は
供
給
安

定
性
に
欠
け
、
供
給
量
に
制

約
が
あ
る
。

　
　
　

　
　
　

　
大
規
模
利
用
で
き
る
温
度

差
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
熱
源
等
と
し
て
熱

源
賦
存
場
所
周
辺
で
多
目
的

普
及
拡
大
が
見
込
め
る
。

　
中
小
規
模
の
地
下
水
利
用

オ
ー
プ
ン

ル
ー
プ

は
、
年
間
を

通
じ
て
水
温

が
一
定
の
た

め
、
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
熱
源

と
し
て
利
用

し
た
場
合
、

高
い
Ｃ
Ｏ
Ｐ

が
得
ら
れ

る
。

　
地
中
熱
利

用

ク
ロ
ー

ズ
ド
ル
ー

プ

は
、
地

下
水
規
制
に

か
か
わ
ら
ず

導
入
可
能
で

北
海
道
な
ど

寒
冷
な
気
候

条
件
の
土
地

で
も
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
熱
源

と
し
て
利
用

で
き
る
。

　
未
利
用
熱

普
及
の
課
題

で
は
温
度
差

エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
需
要

新
規
開
発

な
ど

が
近
傍
に
な
い
と
現

実
に
は
利
用
が
困
難
。
地
下

水
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
盤

沈
下
防
止
の
た
め
の
規
制
が

あ
り
、
大
都
市
部
で
の
利
用

拡
大
に
は
制
約
が
あ
る
。
地

中
熱
利
用
は
、
一
般
に
空
気

熱
源
に
比
較
し
て
経
済
性
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
が
劣
る

寒
冷
の
た
め
空
気
熱
源
が

難
し
い
場
合
に
地
中
熱
利
用

が
検
討
さ
れ
る

。

　
　
　

　
　
　

　
未
利
用
熱
活
用
の
普
及
拡

大
に
向
け
、
ま
ず
自
治
体
の

積
極
的
な
取
り
組
み
が
望
ま

れ
る
。
具
体
的
に
は

開
発

計
画
の
初
期
段
階
か
ら
未
利

用
熱
活
用
を
位
置
づ
け
る

熱
源

清
掃
工
場
排
熱
、
河

川
、
下
水
等

の
利
用
し
や

す
さ
の
改
善

部
局
間
連
携

の
推
進

成
功
事
例
の
紹
介

を
継
続
し
て
い
く
―
な
ど
が

あ
る
。

　
次
が
、
地
域
を
決
め
た
モ

デ
ル
的
な
取
り
組
み
の
実

施
。
そ
れ
に
は
、
未
利
用
熱

の
本
格
的
な
活
用
を
目
指
し

た
モ
デ
ル
地
域
の
設
定
、
同

時
に
各
種
支
援
制
度
の
導
入

と
規
制
緩
和
が
求
め
ら
れ

る
。

　
３
番
目
が
中
小
規
模
の
導

入
事
例
の
普
及
拡
大
。
シ
ス

テ
ム
の
軽
装
備
化
と
低
価
格

化

投
資
回
収
年
数
の
改

善

お
よ
び
導
入
支
援
策

補
助
金
等

の
充
実
が
必

須
と
な
る
。

　
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
活
用
は
推
進
す
べ
き
で
あ

る
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
Ｃ

Ｏ
２
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

防
止
、
さ
ら
に
防
災
性
向
上

や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
創
出
に
大
き
く
貢
献
す

る
。
た
だ
、
推
進
に
は
費
用

が
か
か
る
た
め
、
民
間
だ
け

で
は
難
し
い
。

　
民
に
よ
る
推
進
の
必
須
条

件
と
し
て
、
経
済
性
の
改

善
、
各
種
規
制
の
緩
和

下

水
処
理
場
や
清
掃
工
場
等
の

本
来
目
的
と
の
調
整
・
整
合

が
必
要

が
求
め
ら
れ
る
。

　
も
う
一
つ
の
方
向
と
し
て

は
、
公
主
導
で
国
民
の
税
金

を
一
部
使
い
推
進
す
る
。
た

だ
、
国
民
が
納
得
で
き
る
効

果
の
具
現
化
が
そ
の
必
須
条

件
と
な
る
。

　
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
Ｃ

Ｏ
２
、
熱
利
用
効
率
向
上
等

の
直
接
的
効
果
」
だ
け
で
は

な
い
「
総
合
的
な
効
果

地

域
づ
く
り
に
お
け
る

を
い

か
に
見
え
る
化
し
て
い
く

か
」
、
ま
た
「
そ
の
効
果
を

各
地
域
に
あ
わ
せ
て
最
大
限

に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
体
系

化
さ
れ
た
方
法
論
を
い
か
に

構
築
し
て
い
く
か
」
が
関
係

者
が
果
た
す
べ
き
今
後
の
役

割
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

（ ） 【特別企画】 ２０１１年 平成２３年 ８月５日 金曜日 　　


